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研究分野 研究内容のキーワード

栄養教育論、栄養疫学、公衆栄養 食事調査、栄養教育、食育、地域活動

学位 最終学歴

博士（学術）、修士（生活環境学）、学士（食物栄養学） 奈良女子大学大学院 人間文化研究科 共生自然科学専攻 博士課程

教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
1.ClassRoom活用による授業サポート 2020年4月～現在 各講義及び実習、クラスでClassRoomを立ち上げ、学生

　 　 が質問を行いやすい環境を整え、質問、回答や指導を

　 　 行った。また、授業や実習、大学生活で活用できる情

　 　 報提供し、学生とのコミュニケーションを取り、学生

　 　 の学習に関する悩みや心配事、学習の進捗状況を把握

　 　 でき、問題が起こった場合に素早く対処している。

2.管理栄養士国家試験受験対策 2014年4月～現在 管理栄養士国家試験の過去問・結果や模試問題・結果

　 　 を分析し、学生がつまずきやすい問題の検討を行って

　 　 いる。まや。その検討結果を活用した管理栄養士国家

　 　 試験受験対策を行っている。

3.視聴覚教材を用いた教育の実施 2014年4月～現在 授業で用いる教科書の他に、視覚的な教材（パワーポ

　 　 イントや動画、写真等）を用いて、学生の理解度向上

　 　 を行っている。

4.教育内容の理解度の確認 2014年4月～現在 講義や実習中で、受講生を数名選び、質問を与える、

　 　 もしくは全員に挙手をしてもらう等、個々人の理解の

　 　 確認を行っている。

5.オフィスアワーの活用による教育効果の向上 2014年4月～現在 教育支援を行うために、オフィスアワーを周知し、授

　 　 業の質問や学生生活の心配事等を聞き取る機会を増や

　 　 した。

6.インターネット活用による授業サポート 2014年4月～2020年3月 「公衆栄養Ⅰ・Ⅱ」「公衆栄養学実習」「公衆栄養学

　 　 臨地実習」「栄養教育論Ⅰ」「栄養教育論実習」「卒

　 　 業研究」において実践した。

　 　 　C-learningを用い、教員と学生がメールや掲示板を

　 　 用いて、情報提供、質問、回答や指導を行った。これ

　 　 により、学生とのコミュニケーションを取り、学生の

　 　 学習に関する悩みや心配事、学習の進捗状況を把握で

　 　 き、問題が起こった場合に素早く対処することが可能

　 　 であった。

2 作成した教科書、教材
1.健康カレンダー（中学生用） 2023年4月～ 帝塚山学院泉ヶ丘中学校に在籍する生徒及びその保護

　 　 者の健康度を向上するための望ましい食習慣に関する

　 　 情報提供ツールとして健康カレンダーを作成し、配付

　 　 した。

　 　 (2023年度版、2024年度版発行)

2.健康カレンダー 2021年12月～ 堺市中区八田荘団地自治会から依頼され、地域住民の

　 　 健康へ寄与するための情報（食事バランスチェック、

　 　 バランスの良い食事の整え方、骨粗しょう症予防、脱

　 　 水予防、夏バテ予防、減塩方法、生活リズムの整え

　 　 方、等）を盛り込んだ「健康カレンダー」を作成し、

　 　 八田荘団地自治会に所属する全戸に配付してもらっ

　 　 た。

　 　 (2022年度版、2023年度版、2024年版発行)

3.貧血対策食育用冊子 2018年6月 堺フェニックスライオンズクラブと日本赤十字社 大阪

　 　 府赤十字血液センターと食物栄養学科が連携して貧血

　 　 対策食育用冊子「テヅ子のてつこ講座」を作成した。

4.小児用食物摂取頻度調査　食品モデル写真集 2008年3月 伊達ちぐさ、福井充共著

　 　 奈良女子大学生活環境学部食物栄養学科公衆栄養学研

　 　 究室発行

　 　 小児用食物摂取頻度調査を行う際に、対象者が食物の

　 　 「量」と「頻度」を思い出す際に使用する写真集であ
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教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

2 作成した教科書、教材
　 　 る。

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　

4 その他
1.体育祭実行委員会　顧問 2023年4月～現在 体育祭実行委員会顧問として体育祭実行委員の支援を

　 　 行い、体育祭の運営に携わっている。

2.担任業務 2021年4月～現在 2021年度入学生の担任を行っている。

3.学友会活動等での学生支援 2021年4月～現在 2021年度から学生委員として、学友会活動等での学生

　 　 支援を行っている。

4.キャンパスガイド編集委員 2020年9月1日～2021年3月 キャンパスガイド編集委員として、キャンパスガイド

　 31日 作成に従事した。

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
1.博士(学術) 2010年9月30日 論文題目名：Dietary methodological study:

　 　 development of a food frequency questionnaire

　 　 for Japanese children

2.修士(生活環境学) 2006年3月19日 論文題目名：リハビリにおける機能回復と栄養状態に

　 　 ついて

3.管理栄養士 2004年6月30日 管理栄養士名簿登録番号　第一一二一四五号

4.栄養士 2004年3月23日 栄養士名簿登録番号　兵庫県　第四四一一四号

2 特許等
　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　

4 その他
1.大東シニア大学(食生活改善推進員の養成講座)　 講 2024年9月11日 大阪府大東市が開催している、大東シニア大学(食生活

師 　 改善推進員の養成講座)の講師として、大東市民を対象

　 　 に減塩についての講義を行った。

2.令和６年度全国栄養教諭指導主事会第１回研修会　 2024年6月1日 「知っていますか？食塩のとりすぎ問題」について、

講師 　 講義を行った。

3.健康的で持続可能な食環境戦略イニシアチブ(厚生労 2023年11月4日(福岡)、11日 健康的で持続可能な食環境戦略イニシアチブ(厚生労働

働省)　こども向け減塩ワークショップ　講師 (大阪)、25日(東京) 省)主催「こども向け減塩ワークショップ」の講師とし

　 　 て、小学生・中学生に対し、減塩についてのワーク

　 　 ショップを行った。

4.大東シニア大学(食生活改善推進員の養成講座)　 講 2023年9月6日 大阪府大東市が開催している、大東シニア大学(食生活

師 　 改善推進員の養成講座)の講師として、大東市民を対象

　 　 に減塩についての講義を行った。

5.大東シニア大学(食生活改善推進員の養成講座)　 講 2022年8月31日 大阪府大東市が開催している、大東シニア大学(食生活

師 　 改善推進員の養成講座)の講師として、大東市民を対象

　 　 に減塩についての講義を行った。

6.大阪府立　花園高等学校　分野別説明会　講師 2021年9月30日 花園高等学校にて、食物栄養科学部に関する説明を

　 　 行った。

7.大東シニア大学(食生活改善推進員の養成講座)　 講 2019年7月30日 大阪府大東市が開催している、大東シニア大学(食生活

師 　 改善推進員の養成講座)の講師として、大東市民を対象

　 　 に減塩についての講義・実習を行った。

8.まちかど保健室　講師 2019年3月9日 堺市南区で開催されている「まちかど保健室」におい

　 　 て、312弁当箱法を用いた食事バランス改善弁当につい

　 　 て講義を行った。

9.「こども霞が関見学デー」(厚生労働省)　講師 2018年8月1日 「こども霞が関見学デー」(厚生労働省)において、子

　 　 どもとその保護者を対象に、「野菜をおいしく食べて

　 　 元気になろう」をテーマに講義を実施した。

10.大東シニア大学(食生活改善推進員の養成講座)　 講 2018年7月26日 大阪府大東市が開催している、大東シニア大学(食生活

師 　 改善推進員の養成講座)の講師として、大東市民を対象

　 　 に減塩についての講義・実習を行った。

11.富田林保健所事業　NoベジNoライフ！セミナー　講 2018年6月16日、2018年9月 大阪府富田林保健所の事業である高校生の生活習慣及

師 22日 び朝食改善、野菜摂取量増加を図ることを目的とした

　 　 「NoベジNoライフ！セミナー」の講師として、大阪府

　 　 立金剛高校の高校生に対して食教育を行った。また、
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職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

4 その他
　 　 食教育の効果を評価するために、朝食食事調査、アン

　 　 ケート調査、身体計測を実施した。結果は高校生に報

　 　 告し、食習慣改善のための資料として還元した。

12.大阪府立農芸高等学校　体験学習講座　講師 2018年1月14日 大阪府立農芸高等学校にて、高校生を対象に食物栄養

　 　 学科で学ぶ科目についての説明を行った。また、公衆

　 　 栄養学・栄養教育分野内容を中心に授業を行った。

13.大東シニア大学(食生活改善推進員の養成講座)　 講 2017年7月20日 大阪府大東市が開催している、大東シニア大学(食生活

師 　 改善推進員の養成講座)の講師として、大東市民を対象

　 　 に減塩についての講義・実習を行った。

14.夢ナビライブ　講師 2017年6月17日 FROMPAGEが主催する夢ナビライブにて、高校生約200名

　 　 を対象にこれまで高校生を対象に行ってきた朝食の食

　 　 事バランスや生活習慣、不定愁訴調査結果や身体計測

　 　 値を用いて、データに基づいた朝食の役割について講

　 　 義を行った。

15.近畿大学泉州高等学校　保護者会　講師 2017年6月4日 近畿大学泉州高等学校の保護者会にて、高校生の保護

　 　 者及び教職員向けに思春期の子どもの食事に関する講

　 　 義を行った。

16.堺市中区子どもの生活習慣応援事業への参画 2017年4月～現在 堺市宮園校区の地区組織が主体となり毎月 1 回行って

　 　 いる「はやおきして朝ごはんを食べよう」事業に参画

　 　 し、ボランティア学生への指導を行っている。また、

　 　 この活動について毎年活動報告書をまとめ、小学校、

　 　 区役所、町づくり協議会に取組み報告を行っている。

17.大阪府立貝塚高等学校　体験学習講座　講師 2017年1月12日 大阪府立貝塚高等学校にて、高校生を対象に食物栄養

　 　 学科で学ぶ科目についての説明を行った。また、公衆

　 　 栄養学・栄養教育分野内容を中心に授業を行った。こ

　 　 の授業を通して、高校生が自分自身の食生活への興味

　 　 関心意欲を高められる内容とした。

18.大東シニア大学(食生活改善推進員の養成講座)　 講 2016年7月28日 大阪府大東市が開催している、大東シニア大学(食生活

師 　 改善推進員の養成講座)の講師として、大東市民を対象

　 　 に減塩についての講義・実習を行った。

19.富田林保健所事業　NoベジNoライフ！セミナー　講 2016年6月23日、2016年9月 大阪府富田林保健所の事業である高校生の生活習慣及

師 16日 び朝食改善、野菜摂取量増加を図ることを目的とした

　 　 「NoベジNoライフ！セミナー」の講師として、大阪府

　 　 立長野高校の高校生に対して食教育を行った。また、

　 　 食教育の効果を評価するために、朝食食事調査、アン

　 　 ケート調査、身体計測を実施した。結果は高校生に報

　 　 告し、食習慣改善のための資料として還元した。

20.夢ナビライブ　講師 2016年6月18日 FROMPAGEが主催する夢ナビライブにて、高校生約200名

　 　 を対象に、これまで高校生を対象に行ってきた朝食の

　 　 食事バランスや生活習慣、不定愁訴調査結果や身体計

　 　 測値を用いて、データに基づいた「朝食摂取の重要

　 　 性」「朝食の料理バランスの重要性」の説明を行っ

　 　 た。講義参加者からのアンケート結果より、朝食内容

　 　 についての関心が高まり、自分自身の朝食を見直した

　 　 いとの声が多く聞かれた。

21.富田林保健所事業　NoベジNoライフ！セミナー　講 2015年7月16日、2015年9月 大阪府富田林保健所の事業である高校生の生活習慣及

師 18日 び朝食改善、野菜摂取量増加を図ることを目的とした

　 　 「NoベジNoライフ！セミナー」の講師として大阪府立

　 　 富田林高校の高校生に対して食教育を行った。また、

　 　 食教育の効果を評価するために、朝食食事調査、アン

　 　 ケート調査、身体計測を実施した。結果は高校生に報

　 　 告し、食習慣改善のための資料として還元した。

22.富田林保健所事業　NoベジNoライフ！セミナー　講 2014年9月10日、2014年12月 大阪府富田林保健所の事業である高校生の生活習慣及

師 23日 び朝食改善、野菜摂取量増加を図ることを目的とした

　 　 「NoベジNoライフ！セミナー」の講師として、大阪府

　 　 立金剛高校の高校生に対して食教育を行った。また、

　 　 食教育の効果を評価するために、朝食食事調査、アン

　 　 ケート調査、身体計測を実施した。結果は高校生に報

　 　 告し、食習慣改善のための資料として還元した。
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
1.公衆栄養学　2024年 共 2024年3月 光生館 著者:古畑公、松村康弘、鈴木三枝、小林知未(他17名)

版 　 　 　 担当範囲:第3章「国民健康・栄養調査」、「国の健康増進基本方針

　 　 　 　 と地方計画」

2.公衆栄養学　2023年 共 2023年3月 光生館 著者:古畑公、松村康弘、鈴木三枝、小林知未(他17名)

版 　 　 　 担当範囲:第3章「国民健康・栄養調査」、「国の健康増進基本方針

　 　 　 　 と地方計画」

3.栄養科学シリーズ 共 2022年10月 講談社サイエン 編者：金田直子、市川知美、松本範子、共著者：伊藤裕美、岩橋明

NEXT「地域公衆栄養 　 28日 ティフィク 子、河嶋伸久、小林知未、齊藤曜子、白戸里佳、髙地リベカ、三好

学実習」 　 　 　 美紀

4.公衆栄養学　2022年 共 2022年3月 光生館 著者:古畑公、松村康弘、鈴木三枝、小林知未(他17名)

版 　 　 　 担当範囲:第3章「国民健康・栄養調査」、「国の健康増進基本方針

　 　 　 　 と地方計画」

5.公衆栄養学　第9版 共 2021年3月 光生館 著者:古畑公、松村康弘、鈴木三枝、小林知未(他17名)

　 　 10日 　 担当範囲:第3章「国民健康・栄養調査」、「国の健康増進基本方針

　 　 　 　 と地方計画」

6.公衆栄養学　第8版 共 2020年3月 光生館 著者:古畑公、松村康弘、鈴木三枝、小林知未(他17名)

　 　 30日 　 担当範囲:第3章「国民健康・栄養調査」、「国の健康増進基本方針

　 　 　 　 と地方計画」

7.公衆栄養学　第7版 共 2019年3月 光生館 著者:古畑公、松村康弘、鈴木三枝、小林知未(他18名)

　 　 10日 　 担当範囲:第3章「国民健康・栄養調査」、「国の健康増進基本方針

　 　 　 　 と地方計画」

8.公衆栄養学　第6版 共 2018年3月 光生館 著者:古畑公、松村康弘、鈴木三枝、小林知未(他17名)

　 　 10日 　 担当範囲:第3章「国民健康・栄養調査」、「国の健康増進基本方針

　 　 　 　 と地方計画」

9.公衆栄養学実習　改 共 2018年3月 南山堂 著者:幸林友男、上田秀樹、小林知未(他8名)

訂2版　学内編 　 　 　 担当範囲：第4章「計画したプログラムの実施」「プログラム評価」

10.食物と栄養科学シ 共 2017年3月 朝倉書店 著者:朝倉書店 担当範囲:田中敬子、前田佳予子、小林知未(他8名)

リーズ　栄養教育論 　 　 　

　第2版 　 　 　 担当範囲：3「栄養教育計画立案」、5「栄養教育における国際的動

　 　 　 　 向」

11.公衆栄養学第5版 共 2017年3月 光生館 著者:古畑公、松村康弘、小林知未(他14名)

　 　 　 　 担当範囲:第3章「国民健康・栄養調査」、「国の健康増進基本方針

　 　 　 　 と地方計画」

2 学位論文
1.Dietary 単 2010年09月 　 3－11歳の子どもを対象に食事調査を実施し、得られた586名の食事

methodological 　 　 　 データから供給率法・重回帰法を行い、75項目の小児用食物摂取頻

study: development 　 　 　 度調査法(以下、CFFQ)を開発した。また、開発したCFFQ及び成人用

of a food 　 　 　 に開発されたAFFQを用いて、3-16歳の子ども103名を対象とし、子ど

frequency 　 　 　 もの食事調査法として、どちらの方法が有用であるか検討した。3－

questionnaire for 　 　 　 11歳の子どもにおいて、食事摂取量を評価するには、CFFQの方が有

Japanese children 　 　 　 用であることが示唆された。(学位取得:国立大学法人 奈良女子大

　 　 　 　 学)

3 学術論文
1.児童を対象とした食 共 2024年1月 日本食育学会誌 第 本研究では、栄養教諭が在籍しない小学校に在籍する児童に対する

情報へのアクセス構 　 25日 18巻第1号P19-30 食情報へのアクセス構築のための食育教材を開発し、その評価をす

築のための食育教材 　 　 　 ることを目的とした。

に関する検討(査読付 　 　 　 実物や模型を活用した視覚的に分かりやすいポスターを掲示するこ

き) 　 　 　 とで､児童のポスターへの印象度を向上させる可能性が示唆された。

　 　 　 　 ポスターを4-6枚閲覧している児童はポスターの印象度に差がなく、

　 　 　 　 ポスターの遊び実践度も多く、ポスターについて会話をしており、

　 　 　 　 通信だよりをみている傾向がみられた。(小林知未、那賀典仁、金田

　 　 　 　 直子)

2.高齢者における緊急 共 2022年6月 日本家政学会誌 第 高齢者を対象として①COVID-19による緊急事態宣言期間中(2020年4

事態宣言期間中の生 　 15日 73巻　第6号 P29- 月7日～5月21日)における生活習慣状況、主観的健康感、心理状況、

活習慣状況、主観的 　 　 37 食品摂取行動の現状を把握すること、②緊急事態宣言期間中の主観

健康感、心理状況等 　 　 　 的健康感とその他の因子との関連性について検討することを目的と

の関連性に関する検 　 　 　 した。緊急事態宣言期間中における高齢者の生活を調査し、把握で

討(査読付) 　 　 　 きたことより、今後の健康づくりへの支援に繋げていきたい。

　 　 　 　 (小林知未、金田直子)
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3 学術論文
3.管理栄養士・栄養士 共 2022年1月 帝塚山学院大学研 管理栄養士・栄養士を目指す学生の主体的な地域ボランティア活動

を目指す学生の主体 　 31日 究紀要　2号　 に向けた支援法を構築し、その評価を行うことを目的とした。ボラ

的な地域ボランティ 　 　 P119-129 ンティア活動を行うにあたり、リーダー学生を中心とするピア・エ

ア活動に向けた支援 　 　 　 デュケーションの仕組みや相談環境等を整備したところ、ボラン

法の構築とその評価 　 　 　 ティア参加前後で活動負担感が有意に低下した。

　 　 　 　 （金田直子、小林知未、福田ひとみ）

4.Nutrition 共 2021年6月 Health Education 高校男子野球選手の食に対する考え方、態度、行動の変化を促進す

education program 　 　 Journal v80 n4 るために、便利な、魅力的な、規範的な(CAN)フレームワークを使用

changes food 　 　 p387-400 した食育プログラムの効果を検討することを目的とした。CAN栄養教

intake and 　 　 　 育プログラムは、モチベーションを高め、男性の思春期の選手の間

baseball 　 　 　 で食事行動の変化を促進する上で効果的である可能性があることが

performance in 　 　 　 示唆された。今後、動機付けプロセスを検討し、バランスのとれた

high-school 　 　 　 食事に寄与する要因を検討する必要があると考えられた。(Yukiko

students(査読付) 　 　 　 Ueda, Mayuri Sawamoto, Tomomi Kobayashi, Chiho Myojin,

　 　 　 　 Chikae Sakamoto, Naomi Hayami, Hitoshi Watanabe, Nobuko

　 　 　 　 Hongu)

5.幼児を対象とした望 共 2021年4月 日本食育学会誌　 こども園の園児を対象に、望ましい朝食を摂取する園児が増加する

ましい朝食摂取に向 　 25日 第15巻第2号 P95- ことを目指し、摂取した朝食の食品群を園児自身に確認させること

けた食育プログラム 　 　 103 を意図した朝ごはんシートや食育講話及び保護者へのはたらきかけ

の実践(査読付) 　 　 　 を意図した食育便り等を取り入れた食育プログラムを実施し、評価

　 　 　 　 した。2今後、園児の望ましい食習慣の形成のために、園児だけでな

　 　 　 　 く、保護者に対しても継続的な教育を実施する必要があると考えら

　 　 　 　 れた。(小林知未、森永文也、西尾久子)

6.地域が主体となる子 共 2021年1月 日本食育学会誌　 本研究では、「子どもの生活習慣応援事業」における活動の中で可

どもの生活習慣応援 　 25日 第15巻第1号 能な子どもに向けた食に関する支援ならびに、持続性のあるボラン

事業（子ども食堂） 　 　 　 ティア活動としていくために必要な学生支援を検討することとし

における 食事提供と 　 　 　 た。学生がボランティア活動を楽しく安心して進めるための支援を

学生ボランティア活 　 　 　 行い、継続した活動となる仕組みを構築していく。

動の現状と課題(査読 　 　 　 （金田直子、小林知未、福田ひとみ）

付) 　 　 　 　

7.大学生におけるポス 共 2020年7月 日本食育学会誌　 ポスターを活用し大学生を対象とした、大学における情報へのアク

ターを活用したポ 　 25日 第14巻第3号P167- セスの確立を目指し、ポスターによるポピュレーションアプローチ

ピュレーションアプ 　 　 175 の効果はどの程度あるのか検討することを目的に調査を行った。今

ローチの検討(査読 　 　 　 後、行動変容ステージを踏まえながら情報量に変化を持たせ、学生

付) 　 　 　 が興味を引くポスターを掲示し、繰り返し情報を提供することに

　 　 　 　 よって大学における情報へのアクセスの確立を目指したい。(小林知

　 　 　 　 未、金田直子)

8.高校野球選手を対象 共 2019年1月 日本食育学会誌　 食教育を受ける機会が少ない高校野球選手19名を対象に、媒体の受

に媒体の受け入れや 　 　 第13巻第1号P13- けやすさに着目した食教育プログラムを実施し、このプログラムが

すさに着目した食教 　 　 22 食事に対する態度や体組成変化に有効であるか検討した。食教育を

育の実践と評価(査読 　 　 　 実施したことにより、食に対する態度や体組成に改善が見られたた

付) 　 　 　 め、選手の身体づくりに望ましい影響を与えられたことが示唆され

　 　 　 　 た。

　 　 　 　 (上田 由喜子、山本 千尋、明神 千穂、小林 知未)

9.管理栄養士・栄養 共 2017年12月 帝塚山学院大学人 管理栄養士・栄養士および栄養教諭を目指す学生の主体的な地域ボ

士，栄養教諭を目指 　 　 間科学部研究年報 ランティア参加動機、学びを把握し、今後に向けた展望を考察する

す学生による主体的 　 　 19号P115-123 ために、地域ボランティア参加者を対象に、自記式質問票で調査を

な地域ボランティア 　 　 　 実施した。ボランティア参加動機では、奉仕の精神、自身を高める

活動の効果と今後の 　 　 　 機会として期待があることが確認できた。また、栄養教諭免許を取

展望 　 　 　 得予定である学生は、ボランティアに対しての満足度が高い傾向に

　 　 　 　 あった。（金田直子、小林知未、八竹美輝、福田ひとみ）

10.若年者におけるロコ 共 2017年12月 帝塚山学院大学人 大学生を対象としてロコモ度テストを用いて若年者におけるロコモ

モティブシンドロー 　 　 間科学部研究年報 ティブシンドローム(以下、ロコモ)の実態を把握し、さらに食習慣

ムと食習慣や食行 　 　 19号P124-133 や食行動ストレス状況等との関連要因を検討することを目的とし

動, ストレス状況と 　 　 　 た。今回の調査における対象者の半数近い者がロコモのリスクを有

の関連について 　 　 　 していたため、若年期からのロコモの予防対策としての食教育や運

　 　 　 　 動教育の実施が急務であると考えられた。(小林知未、金田直子、新

　 　 　 　 野弘美)

11.高齢者における食行 共 2016年12月 帝塚山学院大学人 高齢者の朝食内容や身体状況について把握するために、大阪府S市近
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3 学術論文
動と身体状況との関 　 　 間科学部研究年報 辺に在住している55名(男性9名、女性46名)の高齢者(平均年齢±標

連について 　 　 18号P85-92 準偏差(以下同様)男性70.9±7.3、女性63.4±9.5歳)を対象とした。

　 　 　 　 女性において、朝食で様々な食品を食べている者や好ましい食行動

　 　 　 　 をしている者の方がBMIや体脂肪率、収縮期血圧が低かった。(小林

　 　 　 　 知未、新野弘美、福田ひとみ)

12.成人における年代 共 2015年12月 栄養学雑誌 73 家族との共食頻度に影響を与える要因を明らかにするため共食頻度

別・性別の共食頻度 　 　 (6),P243-252 と生活習慣、社会参加および精神的健康状態の関連について家族と

と生活習慣，社会参 　 　 　 同居している成人935名を対象者に調査を行った。共食の推進には、

加および精神的 健康 　 　 　 年齢や性別の阻害要因・促進要因に配慮した施策が必要と考えられ

状態との関連 (査読 　 　 　 る。(赤利吉弘、小林知未、小林千鶴、植杉優一 、内藤義彦)

付) 　 　 　 　

13.Effectiveness of 共 2012年1月 Environ Health 体重を減量するためには、食事介入と運動介入のどちらが効果的で

diet versus 　 　 Prev Med あるかを評価することを目的とした。運動のみで介入を行うよりも

exercise 　 　 　 食事と運動を組み合わせて介入を行うことが、体重減少等に有効で

intervention on 　 　 　 あることが示唆された。

weight reduction 　 　 　 (Chihiro Toji, Naoko Okamoto, Tomomi Kobayashi, Yoko

in local Japanese 　 　 　 Furukawa, Sanae Tanaka, Kayoko Ueji, Mitsuru Fukui and

residents(査読付) 　 　 　 Chigusa Date)

14.Reproducibility 共 2011年3月 Nutrition 子どもの日常的な食事摂取状況を評価するために開発したCFFQと成

and validity of 　 　 Journal 人用に開発された既存の食物摂取頻度調査法(AFFQ)を用いて成長期

the food frequency 　 　 　 (3-16歳)の子ども89名を対象に妥当性と再現性を検討し、年少群に

questionnaire for 　 　 　 おいて、CFFQの有用性が示唆された。

estimating 　 　 　 (Tomomi Kobayashi, Miharu Kamimura, Shino Imai, Chihiro

habitual dietary 　 　 　 Toji, Naoko Okamoto, Mitsuru Fukui and Chigusa Date)

intake in children 　 　 　 　

and adolescents(査 　 　 　 　

読付) 　 　 　 　

15.Development of a 共 2010年4月 Nutrition 小児用食物摂取頻度調査法(以下、CFFQ)を開発するために、幼稚園

food frequency 　 　 Journal 児・小学生を対象に1日の食事調査を実施した。この調査で得られた

questionnaire to 　 　 　 料理について、75個の質問項目を得た。この75項目に小学校の給食

estimate habitual 　 　 　 摂取状況質問票を加え、CFFQを完成させた。

dietary intake in 　 　 　 (Tomomi Kobayashi, Miharu Kamimura, Shino Imai, Chihiro

Japanese children 　 　 　 Toji, Naoko Okamoto, Mitsuru Fukui and Chigusa Date)

(査読付) 　 　 　 　

16.10代から始める生活 共 2005年3月1 生物高分子学会誌 中学･高校･大学一貫教育課程をいかして、10代からの生活習慣病へ

習慣病対策と中学・ 　 日 　Vol.5, No.1, の意識開拓、早期対応,バイオサイエンスや生命への理解、興味の誘

高校・大学一貫教育 　 　 Page17-18 発というこれからの教育システムを考えた。大学生対象の実際の調

システムの構築 　 　 　 査では、肥満でなくてもやせ願望が強い傾向にあり、継続した食行

　 　 　 　 動調査とそれに基づく栄養管理指導システムの構築とのリンクが必

　 　 　 　 要である。(矢野めぐむ、小林知未、猪原梨沙、瀧井幸男)

その他
１．学会ゲストスピーカー

　

２．学会発表
1.乳幼児の体格と食行 　 2023年10月 第82回公衆衛生学 平成27年度に実施された乳幼児栄養調査のデータを解析し、乳幼児

動・生活習慣等との 　 31日 会総会(茨城県筑波 の体格と食行動・生活習慣等との関連について検討することを目的

関連に関する検討 　 　 市) とした。児の体格区分は、児の食品群別摂取状況だけでなく、保護

　 　 　 　 者からみた児の食事の困りごと、生活習慣等の項目と関連が認めら

　 　 　 　 れた。児の体格を養育者が認識する際に、児の体格(見た目)だけで

　 　 　 　 なく、日々の食行動や生活習慣も含めて児の体格を認識している可

　 　 　 　 能性が考えられた。(小林知未、佐々木渓円、多田由紀、和田安代、

　 　 　 　 横山徹爾）

2.食育教材提供が児童 共 2023年6月 第11回日本食育学 食育教材の提供が児童の食知識等に与える影響について検討した。

の食知識等に与える 　 11日 会学術大会(北海道 主観的健康度と食育通信閲覧度との関連では、4月から今まで元気に

影響についての検討 　 　 恵庭市) 過ごすことができたと思った者のうち67.7%が通信を読んでいた。通

　 　 　 　 信の閲覧度が低かったことから、今後児童に対して食育教材を閲覧

　 　 　 　 について直接的な声掛け等を行い、食育教材の閲覧度を高め、望ま

　 　 　 　 しい食習慣形成のために児童へ食情報の提供を行っていきたい。

　 　 　 　 (小林 知未、久保 佐智美、金田 直子)
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２．学会発表
3.中学生と保護者への 　 2022年9月 第69回日本栄養改 望ましい食事バランスの摂取のために「日本型食生活」に着目した

「日本型食生活」に 　 17日 善学会学術総会 食情報を中学生及び保護者に提供し、食の意識付けを行うことを目

着目した食情報提供 　 　 （岡山市） 的とした。大阪府S市私立T中学校に在籍する中学生477名と保護者に

とその評価に関する 　 　 　 対して、食育通信とポスターを提供した。生徒に対して食の意識付

検討 　 　 　 けを行うためには、食育ポスターだけでなく、食育活動等を通して

　 　 　 　 生徒が主体的となって学ぶ機会を設ける等が必要であると考えられ

　 　 　 　 た。一方、保護者へ食育だよりを提供することは、日本型食生活の

　 　 　 　 認知度や知識の向上に有用である可能性が示唆された。（小林知

　 　 　 　 未、久保佐智美、西尾久子）

4.A Study on the 　 2022年8月 The 8th Asian 小学生向けの栄養教材（ポスター）の有用性と、ポスターにおける

Usefulness of 　 20日 Congress of ゲーム要素の効果を検討することを本研究の目的とした。食育に関

Providing 　 　 Dietetics 2022 する6枚のポスターを作成し、M小学校の保健室前廊下と、B学区の子

Nutrition 　 　 (Yokohama, ども食堂に掲示した。ポスターは1ヶ月間掲示し、2021年10月末に

Education 　 　 Japan) M小学校の児童61名と教員16名に、食育教材の有用性について自記式

Materials for 　 　 　 アンケートを実施した。ポスターの内容に遊びの要素を取り入れる

Japanese 　 　 　 ことで、児童の理解度を向上させる可能性が示唆された。

Elementary School 　 　 　 (Tomomi Kobayashi, Naoko Kaneda, Hitomi Fukuda)

Students -Action 　 　 　 　

of Nutrition 　 　 　 　

Education at the 　 　 　 　

Children's 　 　 　 　

Cafeteria and 　 　 　 　

Elementary School- 　 　 　 　

5.中学生の家庭におけ 　 2021年10月 第68回日本栄養改 中学生の家庭におけるCOVID-19緊急事態宣言期間中(以下、宣言期間

る緊急事態宣言期間 　 1日(誌面上 善学会学術総会 中)の食生活状況を把握すること及び食育だよりを用いた食情報提供

中の食生活状況の把 　 開催) 　 の有用性を検討することを目的とした。今後は生徒に対してもアプ

握及び食情報提供に 　 　 　 ローチを行い、更に家庭内での食習慣改善や食に関する意識向上に

関する検討 　 　 　 寄与していきたい。(小林知未、久保佐智美、西尾久子)

6.大学生及び高齢者に 　 2021年6月 第9回日本食育学会 COVID-19による緊急事態宣言期間中(以下、期間中)における食生

おける緊急事態宣言 　 12日(誌面開 学術大会 活・心理状況について、高齢者、大学生を対象に検討した。期間中

期間中の食生活・心 　 催) 　 及における食生活・心理状況について①大阪府S市近郊在住の高齢者

理状況状況に関する 　 　 　 115名、②食物栄養学科学生173名を対象にアンケート調査を行っ

検討 　 　 　 た。

　 　 　 　 期間中と平常時で食品群の摂取頻度が変化している者が見られたこ

　 　 　 　 とから、期間中に望ましい食生活の提案やストレス軽減方法を発信

　 　 　 　 する必要があると考えらえた。

　 　 　 　 (小林知未、北西未奈、副島実祐、金田直子)

7.中学生における野菜 　 2020年9月 第67回日本栄養改 中学生が野菜の知識を得ることで野菜に関する意識や知識が変わる

に関する意識や知識 　 (誌面開催) 善学会学術総会(札 か検討することを目的とした。教育後において、成人における野菜

向上に関する検討 　 幌市) 摂取目標量を含めた野菜に関する知識が向上した。(小林知未、西尾

　 　 　 　 久子)

8.食品広告の現状につ 　 2019年9月 第66回日本栄養改 機能を訴求する食品の広告の実態について調べることを目的とし

いて 　 　 善学会学術総会(富 た。ガイドラインに即していない広告もあることから、事業者に対

　 　 　 山市) し適切な広告を望むとともに、消費者は、食品の機能性に関する知

　 　 　 　 識をもち、正しく見て判断する力を獲得する必要性が示唆された。

　 　 　 　 (西尾久子、小林知未)(発表者：小林知未)

9.園児への「バランス 　 2019年9月 第66回日本栄養改 【目的】こども園に在籍する園児を対象に、「バランスのよい朝

のよい朝食」に焦点 　 　 善学会学術総会(富 食」に焦点を当てた食育介入効果を評価することとした。栄養教育

を当てた食育介入の 　 　 山市) や朝ごはんチェック（朝ごはんシート）を継続的に行うことによっ

有効性に関する検討 　 　 　 て、食知識の習得や朝食習慣の形成につながると考えられ、栄養教

　 　 　 　 育の教材として朝ごはんシートを使用することは有効であると考え

　 　 　 　 られた。(小林知未、西尾久子)

10.Influence of 　 2019年8月6 The 7th Asian 飲料に着目し、栄養表示に関するポスターを介した栄養教育による

nutrition 　 日 Congress of 食品選択行動への影響について検討した。ポスターを見た者が少な

education using a 　 　 Nutrition 2019 かったことから、より視覚的なポスターにするなどの工夫が必要で

poster of 　 　 　 ある。(Naoko Kaneda, Tomomi Kobayashi)

nutrition labeling 　 　 　 　

on food selection 　 　 　 　

by Japanese 　 　 　 　
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university 　 　 　 　

students 　 　 　 　

11.The degree of 　 2019年8月6 The 7th Asian 日本の大学生の栄養表示への関心と、食習慣や健康行動との関連に

interest of 　 日 Congress of ついて検討することを目的とした。大学生に対しては、栄養表示へ

Japanese 　 　 Nutrition 2019 の関心を高め、正しい栄養表示の活用方法を提供することで、健康

university 　 　 　 的な商品選択を促すことができる可能性があることが示唆された。

students in 　 　 　 (Tomomi Kobayashi, Naoko Kaneda)

nutrition labeling 　 　 　

12.地域における子ども 　 2018年3月 第17回日本栄養改 大阪府Ｓ市Ｍ校区では、学童期の子どもたちにおける望ましい生活

の生活習慣応援事業 　 　 善学会近畿支部学 習慣形成に向け、毎月1回、バイキング形式の朝食支援や歯磨き指

（子ども食堂）の現 　 　 術総会 (京都市) 導、本の読み聞かせを地区組織が主体となり実施しており、本学の

状と今後に向けた支 　 　 　 希望学生がボランティアとして参加している。食事提供の現状を把

援の検討 　 　 　 握し、今後に向けた支援を検討した。今後、子どもの健やかな成長

　 　 　 　 のための一助となるよう支援を続けていきたい。（金田直子、小林

　 　 　 　 知未、酒巻梨々花、泉川楽生、福田ひとみ)

13.大学生における食品 　 2018年3月 第17回日本栄養改 大学生における食品購入時の栄養表示関心度と、食習慣や健康行動

購入時の栄養表示の 　 　 善学会近畿支部学 との関連について検討した。大学生に対しては、栄養表示の知識や

参考度と食習慣・健 　 　 術総会 (京都市) 関心を高め、正しい栄養表示の活用方法を提供することで、健康的

康行動との関連につ 　 　 　 な食行動を促すことができる可能性があることが示唆された。(小林

いて 　 　 　 知未、金田直子)

14.大学生における地域 　 2017年9月 第64回日本栄養改 大学生における食育推進を目指すために、地域と連携した健康づく

と連携した食育推進 　 　 善学会学術総会 りの一環として、大学生に向けた生活習慣病予防教室(以下、予防教

に向けた検討 　 　 (新潟市) 室)を試みた。大学生において学年が上がるにつれ食生活の乱れが見

　 　 　 　 られたことから、学生の特性に応じた生活習慣改善対策が必要であ

　 　 　 　 ることが示唆された。大学生に対する食育は大学のみで実施するの

　 　 　 　 ではなく、大学と地域とが連携し、推進していく一案である。

　 　 　 　 (小林知未、金田直子)

15.高齢者における食行 　 2016年10月 第76回日本公衆衛 高齢者の朝食内容や身体状況について把握することを目的とした。

動と身体状況との関 　 　 生学会総会(鹿児島 朝食の質が体組成と関連していることから、朝食の質について今後

連について 　 　 市) 指導していく必要があると考えられた。(小林知未、新野弘美、福田

　 　 　 　 ひとみ)

16.高校生における朝食 　 2015年9月 第63回日本栄養改 公立高校に通う女子生徒17名を対象に、朝食改善を図ることを目的

に焦点を当てた食育 　 　 善学会学術総会(青 に食教育を含めた介入を2ヶ月間実施した。介朝食での野菜摂取の有

の推進(第3報) －短 　 　 森市) 無が不定愁訴の有無に関連している可能性が示唆された。

期間の食習慣改善指 　 　 　 (小林知未、小林千鶴、内藤義彦)

導の効果－ 　 　 　 　

17.ラダリング法を用い 　 2014年11月 第74回日本公衆衛 若年女性を対象に食事選択行動とその価値意識との関連を明らかに

た若年女性の食事選 　 　 生学会総会(長崎 し、食事を選択する際に影響を及ぼす動機の検討を行い、若年女性

択動機に関する研究 　 　 市) の食事選択行動の背景にある価値意識を得ることができた。

　 　 　 　 (小林知未、小林千鶴、湊聡美、内藤義彦)

18.高校生における朝食 　 2014年9月 第62回日本栄養改 公立高校に通う生徒20名を対象に、朝食改善を図ることを目的に食

に焦点を当てた食育 　 　 善学会学術総会(福 教育を含めた介入を3ヶ月月間実施した。食事で様々な食品を摂取す

の推進(第2報) －短 　 　 岡市) ることで、PFC比率の適正化に繋がる可能性が高く、体脂肪率の増加

期間の食習慣改善指 　 　 　 抑制に影響があるのではないかと考えられた。

導の効果－ 　 　 　 (小林知未、小林千鶴、内藤義彦)

19.新しい食事評価指導 　 2013年8月 第61回日本栄養改 新しい食事評価ツールとしてAndroidのタブレット端末を用いた食事

ツールの妥当性に関 　 　 善学会学術総会(横 評価ツール「栄養君Touch!」(以下、Touch!)を開発した。Touch!を

する 研究 ~食事聞き 　 　 浜市) 活用することで、食事調査の時間を短縮や負担感を軽減することが

取り法の検討~ 　 　 　 できる可能性が示唆された。(小林知未、小林千鶴、赤利吉弘、爲房

　 　 　 　 恭子、内藤義彦)

20.バーコードと料理写 　 2012年12月 第11回日本栄養改 バーコードと料理写真を用いた新しい食事評価ツール「ピッタシ栄

真を用いた食事評価 　 2日 善学会近畿支部学 養君」(以下、栄養君)を用いて、大学生の前日の食事摂取量の推定

指導ツールの開発と 　 　 術総会 精度を検討した。大学生で栄養君を用いて前日の食事を良好に再現

妥当性に関する研究 　 　 　 できると考えられた。今後、対象者が料理をイメージしやすい媒体

　 　 　 　 及び聞き取り調査法を検討していきたいと考える。(小林知未、小林

　 　 　 　 千鶴、内藤義彦)

21.新しい食事評価ツー 　 2012年10月 第72回日本公衆衛 食事摂取量の把握に役立つ補助教材を使用し、栄養君での栄養素等

ルの有用性に関する 　 　 生学会総会(津市) 摂取量の推定精度向上について検討を行った。栄養素等摂取量の相

研究 ～ピッタシ栄養 　 　 　 関係数の中央値は0.67であった。 (小林知未、小林千鶴、赤利吉
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君との 比較～ 　 　 　 弘、内藤義彦)

22.LIFESTYLE FACTORS 　 2012年9月7 The 16th 幼稚園から中学校の子どもの食習慣と生活習慣の現状を知り、食教

INFLUENCING THE 　 日 International 育プログラムを開発することを目的とした。今後、開発したプログ

DIETARY HABITS OF 　 　 Congress of ラムを用い、年齢に応じた食教育を行い、評価していきたいと考え

SCHOOL CHILDREN 　 　 Dietetics ている。(Tomomi Kobayashi, Kobayashi Chizuru, Yoshihiko

FROM KINDERGARTEN 　 　 　 Naito)

THROUGH JUNIOR 　 　 　 　

HIGH-SCHOOL IN AN 　 　 　 　

URBAN CITY IN 　 　 　 　

JAPAN 　 　 　 　

23.SATシステムによる高 共 2011年9月 第58回日本栄養改 SATシステム(以下、SAT)を用いて高齢者を対象に、前日及び習慣的

齢者を対象とした前 　 10日 善学会学術総会 な食事摂取量推定の妥当性を検討した。高齢者を対象に前日及び習

日及び習慣的な食事 　 　 　 慣的な食事摂取量について、SATを用いて評価することが可能である

摂取量推定の妥当性 　 　 　 と考えられた。(小林知未、五反田真理、天野恵、小林千鶴、加藤

　 　 　 　 亮、内藤義彦)

24.バーコードを利用し 共 2010年10月 第69回日本公衆衛 料理カードとバーコードを用いた食事診断ツール「ピッタシ栄養く

た料理選択方式によ 　 28日 生学会学術総会 ん」(以下栄養くん)を開発し、１日分の栄養素摂取量における栄養

る栄養診断システム 　 　 　 くんの妥当性を検討た。新しい食事評価方法として、栄養君が有用

の開発と応用に関す 　 　 　 であることが示唆された。(天野恵、五反田真理、小林知未、加藤

る研究 　 　 　 亮、内藤義彦)

25.園児・児童の食生活 共 2010年9月5 第57回日本栄養改 子どもの食嗜好・生活習慣と母親の意識が、子どもの食事に与える

に関連する環境要因 　 日 善学会学術総会 影響について検討した。子どもの栄養素等摂取量は、母親の影響を

について 　 　 　 受けていることから、栄養教育は子ども及び母親にも行う必要があ

　 　 　 　 ると考えられた。(小林知未、上村美春、今井志乃、古川曜子、岡本

　 　 　 　 尚子、福井充、伊達ちぐさ)

26.男性勤務者のための 　 2009年10月 第68回日本公衆衛 働き盛りの男性に、自分の都合に合わせて生活習慣の改善に取り組

ITを活用した減量プ 　 22日 生学会学術総会 むことができるWebを活用した1年間の減量プログラムを開発し、無

ログラムの効果：無 　 　 　 作為化比較試験でその効果を検証した。この減量プログラムは、前

作為化比較試験 　 　 　 期群で有意な減量効果が見られた。(岡本尚子、上田由喜子、小林知

　 　 　 　 未、田路千尋、上村美春、福井充、伊達ちぐさ)

27.成長期のための食事 　 2009年9月4 第56回日本栄養改 CFFQが子どもの日常的な食事摂取状況を評価するために有用である

調査法－第2報　小児 　 日 善学会学術総会 か、89名(3-16歳)の子どもを対象者とし、1ヶ月間隔の2回のCFFQと

用食物摂取頻度調査 　 　 　 4回のWDRを実施し、妥当性と再現性を検討した。CFFQは園児・小学

法の開発と妥当性 　 　 　 生群において、日常的な食事摂取状況を評価することが可能な方法

　 　 　 　 であることが分かった。(小林知未、上村美春、今井志乃、北田有

　 　 　 　 紀、田路千尋、篠原秀子、福井充、伊達ちぐさ)

28.成長期のための食事 　 2009年9月4 第56回日本栄養改 子どもの日常的な食事摂取状況を評価するために開発したCFFQと成

調査法ー第1報　成人 　 日 善学会学術総会 人用に開発されたAFFQを用いて3-11歳の50名の子どもを対象者と

用食物摂取頻度調査 　 　 　 し、1ヶ月間隔の2回のCFFQと4回のWDRを実施し、妥当性と再現性を

法の適用は可能か? 　 　 　 検討した。この年齢の集団においてはAFFQよりもCFFQを適用するこ

　 　 　 　 とが望ましいことが示唆された。(上村美春、小林知未、今井志乃、

　 　 　 　 北田有紀、田路千尋、篠原秀子、福井充、伊達ちぐさ)

29.小児用食物摂取頻度 　 2009年1月 第19回日本疫学会 子どもの日常的な食事摂取状況を評価するために開発したCFFQと成

調査法の妥当性と再 　 24日 学術総会 人用に開発されたAFFQを用いて3-11歳の50名の子どもを対象者と

現性の検討 　 　 　 し、1ヶ月間隔の2回のCFFQと4回のWDRを実施し、妥当性と再現性を

　 　 　 　 検討した。この年齢の集団においてはAFFQよりもCFFQを適用するこ

　 　 　 　 とが望ましいことが示唆された。(上村美春、小林知未、田路千尋、

　 　 　 　 篠原秀子、福井充、伊達ちぐさ)

30.Which is More 　 2008年9月 15th 減量目的による食教育及び運動教育の効果を明らかにするため、奈

Effective for 　 11日 International 良県K市及び同県K郡K町の、BMI24以上28kg/m2未満の男女住民62名を

Weight Reduction, 　 　 Congress of 無作為に4群(食教育と運動教育A、食教育のみB、運動教育のみC、対

a dietary 　 　 Diatetics 照D)に分類した。各群における介入期間前後の体重変化は、4群とも

Intervention or an 　 　 　 に有意に低下した。(Chihiro Toji, Naoko Okamoto, Tomomi

Exercise 　 　 　 Kobayashi, Yoko Furukawa, Sanae Tanaka, Hideko Shinohara,

Intervention? : A 　 　 　 Kayoko Ueji, Mitsuru Fukui, Chigusa Date)

Randomized 　 　 　 　

Controlled Trial 　 　 　 　

31.料理を質問項目とし 　 2008年9月6 第55回日本栄養改 子どもの日常的な食事摂取状況を評価するCFFQを開発するために、

た小児用食物摂取頻 　 日 善学会学術総会 幼稚園児・小学生を対象に1日の食事調査を秤法を用いて実施し、質
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発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

２．学会発表
度調査法の開発 　 　 　 問項目数を75項目とした。小学校の給食摂取状況質問票を加え、

　 　 　 　 CFFQを完成させた。(小林知未、田中早苗、田路千尋、篠原秀子、上

　 　 　 　 村美春、岡本尚子、福井充、伊達ちぐさ)

32.画像による食事記録 　 2008年9月6 第55回日本栄養改 マット法と秤法の妥当性検討を行うために、20日分の食事につい

法の開発とその妥当 　 日 善学会学術総会 て、WDR、マット法、秤法を同時に実施した。20日分の食事写真から

性 　 　 　 管理栄養士・栄養士10名が独立して、食品名と重量を推定した。

　 　 　 　 マット法より秤法の方がより正確であった。(田中早苗、小林知未、

　 　 　 　 岡本尚子、福井充、田路千尋、上地加容子、篠原秀子、伊達ちぐ

　 　 　 　 さ)

33.画像による食事記録 　 2008年1月 第18回日本疫学会 食事調査を行う際のマット法の妥当性検討を目的とし、15名の対象

法の開発とその妥当 　 25日 学術総会 者にマット法とWDRを実施し、食事写真から管理栄養士8名が食品名

性 　 　 　 とその重量を推定した。マット法は、集団における順位付けには利

　 　 　 　 用できるが、精度にかけることが示唆された。(田中早苗、小林知

　 　 　 　 未、上地加容子、岡本尚子、福井充、田路千尋、古川曜子、篠原秀

　 　 　 　 子、伊達ちぐさ)

34.IT活用による食事調 　 2007年10月 第66回日本公衆衛 他の食事記録法と比較して、簡便な調査法であるデジタルカメラを

査法の開発に関する 　 25日 生学会学術総会 用いた2種類(マット法と秤法)の食事調査を、働き盛りの男性を対象

検討 　 　 　 に実施した。秤法の方が実行できる者の割合が高かった。また、

　 　 　 　 Webでの写真回収は、対象者のパソコン能力や、パソコン環境が大き

　 　 　 　 く影響した。(小林知未、田中早苗、上地加容子、岡本尚子、福井

　 　 　 　 充、田路千尋、古川曜子、篠原秀子、上田由喜子、伊達ちぐさ)

35.IT活用による若年男 　 2007年10月 第66回日本公衆衛 若年男性(20～49歳)のメタボリックシンドローム予防対策として、肥

性勤務者のための肥 　 25日 生学会学術総会 満を改善するための食事・運動介入プログラムを開発することを目

満改善プログラム－ 　 　 　 的とした。若年男性は働き盛りであり、勤務時間を考慮しなくては

システムの概略－ 　 　 　 ならない。そのため、調査時に時間の制約が少ないWebを活用し、食

　 　 　 　 事と運動の望ましい習慣をつける継続可能な肥満改善プログラムを

　 　 　 　 開発した。(岡本尚子、小林知未、田中早苗、上田由喜子、福井充、

　 　 　 　 伊達ちぐさ)

36.IT活用プログラムに 　 2007年10月 第66回日本公衆衛 若年男性(20～49歳)のメタボリックシンドローム予防対策として、

よる身体活動の検討 　 25日 生学会学術総会 Webを用いた肥満を改善するための食事・運動介入プログラムを開発

　 　 　 　 した。Webを用いて、ほとんどの男性からアンケート結果を回収する

　 　 　 　 ことができたことから、Webを用いた方法が働き盛りで時間の制約の

　 　 　 　 ある若年男性において、実行可能な方法であると考えられた。(上田

　 　 　 　 由喜子、新野弘美、小林知未、田中早苗、岡本尚子、福井充、伊達

　 　 　 　 ちぐさ)

37.IT活用による食事調 　 2006年12月 第5回日本栄養改善 新しい食事調査法として、デジタルカメラとデジタル秤を用いた方

査法の開発に関する 　 6日 学会近畿支部大会 法を開発し、食事調査の実施可能性を検討した。料理の重量が分か

予備的検討 　 　 　 るため、料理1品に対し、食前に斜め45度から撮影し、食後の食器の

　 　 　 　 撮影する計2回の撮影で良いため、マット法よりも対象者への負担が

　 　 　 　 少ない方法であると考えられた。(田中早苗、小林知未、上地加容

　 　 　 　 子、岡本尚子、福井充、田路千尋、古川曜子、篠原秀子、上田由喜

　 　 　 　 子、伊達ちぐさ)

38.食教育推進を目的と 　 2006年10月 第53回日本栄養改 小学生の食生活の実態把握と評価を行うために、奈良県N小学校の児

した児童の食生活評 　 26日 善学会学術総会 童へ簡易型自記式食事歴法質問票を実施した。食事の食べるはやさ

価 　 　 　 と体型には有意な関連が見られ、食事をはやく食べる児童におい

　 　 　 　 て、肥満児の割合が高かった。(小林知未、伊達ちぐさ、塚本幾代、

　 　 　 　 上田由喜子、佐々木敏)

３．総説
　

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績
　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
1.【報告書】 乳幼児の 共 2024年8月 厚生労働科学研究 こども家庭科学研究費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研

栄養状態の簡易な評 　 19日 成果(https:// 究）「乳幼児の発育・発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関

価手法の開発： 低身 　 　 mhlw-grants. する研究」（佐々木渓円、多田由紀、和田安代、小林知未）

長に関する母親の対 　 　 niph.go.jp/ 　

応 　 　 project/172148) 　

　 　 　 　

2.【報告書】 乳幼児の 共 2024年8月 厚生労働科学研究 こども家庭科学研究費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
栄養状態の簡易な評 　 19日 成果(https:// 究）「乳幼児の発育・発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関

価手法の開発：幼児 　 　 mhlw-grants. する研究」（小林知未、佐々木渓円、多田由紀、和田安代）

の体格に関する情報 　 　 niph.go.jp/ 　

源と 幼児の体格やそ 　 　 project/172148) 　

の誤認識に関する検 　 　 　 　

討 　 　 　 　

3.【報告書】 乳幼児の 共 2024年8月 厚生労働科学研究 こども家庭科学研究費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研

栄養状態の簡易な評 　 19日 成果(https:// 究）「乳幼児の発育・発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関

価手法の開発： 日本 　 　 mhlw-grants. する研究」（小林知未、佐々木渓円、多田由紀、和田安代）

版栄養状態スクリー 　 　 niph.go.jp/ 　

ニング質問票(案)の 　 　 project/172148) 　

信頼性の検討 　 　 　 　

4.【報告書】 乳幼児の 共 2024年8月 厚生労働科学研究 こども家庭科学研究費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研

栄養状態の簡易な評 　 19日 成果(https:// 究）「乳幼児の発育・発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関

価手法の開発： 　 　 mhlw-grants. する研究」（多田由紀、佐々木渓円、和田安代、小林知未）

フォーカス・グルー 　 　 niph.go.jp/ 　

プ・イン タビューに 　 　 project/172148) 　

よる質問票（案）の 　 　 　 　

有用性の検討 　 　 　 　

5.【報告書】 日本版栄 共 2024年8月 厚生労働科学研究 こども家庭科学研究費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研

養状態スクリーニン 　 19日 成果(https:// 究）「乳幼児の発育・発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関

グ質問票開発-専門家 　 　 mhlw-grants. する研究」（和田安代、佐々木渓円、多田由紀、小林知未）

による質問票案内容 　 　 niph.go.jp/ 　

の妥当性検討- 　 　 project/172148) 　

　 　 　 　

6.【報告書】 乳幼児の 共 2024年8月 厚生労働科学研究 こども家庭科学研究費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研

栄養状態の簡易な評 　 19日 成果(https:// 究）「乳幼児の発育・発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関

価手法の開発：文献 　 　 mhlw-grants. する研究」（佐々木渓円、多田由紀、和田安代、小林知未）

的研究並びに既存 　 　 niph.go.jp/ 　

データと 市区町村調 　 　 project/172148) 　

査の分析に基づく評 　 　 　 　

価ツール（案）原案 　 　 　 　

の作成 　 　 　 　

7.【報告書】 幼児の食 共 2024年8月2 厚生労働科学研究 こども家庭科学研究費補助金 成育疾患克服等次世代育成基盤研究

事内容の分析～：国 　 日 成果(https:// 「乳幼児の栄養方法等の実態把握等に関する研究」（多田由紀、衞

民健康・栄養調査の 　 　 mhlw-grants. 藤久美、小林知未）

二次利用解析～ 　 　 niph.go.jp/ 　

　 　 　 project/172157) 　

8.【報告書】2023年度 共 2024年3月 　 宮園校区地域まちづくり協議会主催のもと、毎月1回開催されている

堺市宮園校区早起き 　 31日 　 「子どもの生活習慣応援事業」について、2023年度に実施したボラ

をして朝ごはんを食 　 　 　 ンティア参加についてまとめた。(金田直子、小林知未)

べよう会ボランティ 　 　 　 　

ア活動報告書 　 　 　 　

9.【報告書】2023年度 共 2024年3月 　 堺市立宮園小学校の掲示板に「食育ポスター」の掲示し、食育通信

堺市宮園校区におけ 　 31日 　 「みやぞのあさごはん会通信」を配付した。2023年度の堺市立宮園

る食育活動報告書 　 　 　 小学校での食育活動(食育ポスター・食育通信)活動及び、児童の生

　 　 　 　 活習慣状況調査結果をまとめた。(金田直子、小林知未)

10.【報告書】日本人乳 共 2023年9月 厚生労働科学研究 厚生労働行政推進調査事業費

幼児を対象とした食 　 20日 成果(https:// (次世代育成基盤研究事業(健やか次世代育成総合研究事業))「乳幼

事摂取状況および関 　 　 mhlw-grants. 児の栄養方法等の実態把握等に関する研究」（多田由紀、上田由香

連要因の 調査手法に 　 　 niph.go.jp/ 理、小林知未）

関するレビュー 　 　 project/161878) 　

11.【報告書】幼児の食 共 2023年9月 厚生労働科学研究 厚生労働行政推進調査事業費

事内容の分析～国民 　 20日 成果(https:// (次世代育成基盤研究事業(健やか次世代育成総合研究事業))「乳幼

健康・栄養調査を用 　 　 mhlw-grants. 児の栄養方法等の実態把握等に関する研究」（多田由紀、衞藤久

いた解析～ 　 　 niph.go.jp/ 美、小林知未）

　 　 　 project/161878) 　

12.【報告書】乳幼児健 共 2023年8月 厚生労働科学研究 厚生労働行政推進調査事業費補助金（成育疾患克服等次世代育成基

康診査における乳幼 　 28日 成果（https:// 盤研究事業 （健やか次世代育成総合研究事業））「乳幼児の発育・
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
児の栄養状態の評価 　 　 mhlw-grants. 発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関する研究」（佐々木渓

に関する市区町村調 　 　 niph.go.jp/ 円、多田由紀、和田安代、小林知未）

査 　 　 project/161864） 　

13.【報告書】幼児の体 共 2023年8月 厚生労働科学研究 厚生労働行政推進調査事業費補助金（成育疾患克服等次世代育成基

格と食生活・生活習 　 28日 成果(https:// 盤研究事業 （健やか次世代育成総合研究事業））「乳幼児の発育・

慣の関連 ～COVID- 　 　 mhlw-grants. 発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関する研究」（多田由

19感染拡大後の生活 　 　 niph.go.jp/ 紀、佐々木渓円、和田安代、小林知未）

変化における検討～ 　 　 project/161864) 　

14.【報告書】乳幼児の 共 2023年8月 厚生労働科学研究 厚生労働行政推進調査事業費補助金（成育疾患克服等次世代育成基

栄養状態の簡易な評 　 28日 成果(https:// 盤研究事業 （健やか次世代育成総合研究事業））「乳幼児の発育・

価手法の開発： 甲州 　 　 mhlw-grants. 発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関する研究」（和田安

市母子保健縦断調査 　 　 niph.go.jp/ 代、佐々木渓円、多田由紀、小林知未、山縣然太朗、秋山有佳）

（平成25年度出生 　 　 project/161864) 　

児）結果を活用した 　 　 　 　

分析 　 　 　 　

15.【報告書】乳幼児健 共 2023年8月 厚生労働科学研究 厚生労働行政推進調査事業費補助金（成育疾患克服等次世代育成基

康診査の問診項目と 　 28日 成果(https:// 盤研究事業 （健やか次世代育成総合研究事業））「乳幼児の発育・

乳幼児の体格との関 　 　 mhlw-grants. 発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関する研究」（佐々木渓

連についての縦断分 　 　 niph.go.jp/ 円、多田由紀、和田安代、小林知未、杉浦至郎、山崎嘉久 ）

析 　 　 project/161864) 　

16.【報告書】乳幼児の 共 2023年8月 厚生労働科学研究 厚生労働行政推進調査事業費補助金（成育疾患克服等次世代育成基

栄養状態の簡易な評 　 28日 成果(https:// 盤研究事業 （健やか次世代育成総合研究事業））「乳幼児の発育・

価手法の開発： 平成 　 　 mhlw-grants. 発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関する研究」（小林知

27年度乳幼児栄養調 　 　 niph.go.jp/ 未．多田由紀．佐々木渓円．和田安代）

査を用いた検討 　 　 project/161864) 　

17.【報告書】乳幼児の 共 2023年8月 厚生労働科学研究 厚生労働行政推進調査事業費補助金（成育疾患克服等次世代育成基

栄養状態の簡易な評 　 28日 成果(https:// 盤研究事業 （健やか次世代育成総合研究事業））「乳幼児の発育・

価手法の開発： 厚生 　 　 mhlw-grants. 発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関する研究」（多田由

労働科学研究成果 　 　 niph.go.jp/ 紀．佐々木渓円．和田安代．小林知未）

データベースのレ 　 　 project/161864) 　

ビューによる検討 　 　 　 　

18.【報告書】2022年度 共 2023年3月 　 宮園校区地域まちづくり協議会主催のもと、毎月1回開催されている

堺市宮園校区早起 　 31日 　 「子どもの生活習慣応援事業」について、2022年度に実施したボラ

きをして朝ごはんを 　 　 　 ンティア参加についてまとめた。(金田直子、小林知未、久保佐智

食べよう会ボラン 　 　 　 美)

ティア活動報告書 　 　 　 　

19.【報告書】2022年度 共 2023年3月 　 堺市立宮園小学校の掲示板に「食育ポスター」の掲示し、食育通信

堺市宮園校区におけ 　 31日 　 「みやぞのあさごはん会通信」を配付した。2022年度の堺市立宮園

る食育活動報告書 　 　 　 小学校での食育活動(食育ポスター・食育通信)活動及び、児童の生

　 　 　 　 活習慣状況調査結果、給食残食分析結果をまとめた。(金田直子、小

　 　 　 　 林知未、久保佐智美)

20.【報告書】2021年度 共 2022年3月 宮園校区地域まちづくり協議会主催のもと、毎月1回開催されている

堺市宮園校区早起き 　 31日 　 「子どもの生活習慣応援事業」について、2021年度に実施したボラ

をして朝ごはんを食 　 　 　 ンティア参加についてまとめた。(金田直子、小林知未、久保佐智

べよう会ボランティ 　 　 　 美、福田ひとみ)

ア活動報告書 　 　 　 　

21.【報告書】2021年度 共 2022年3月 　 堺市立宮園小学校の掲示板に「食育ポスター」の掲示し、食育通信

堺市宮園校区におけ 　 31日 　 「みやぞのあさごはん会通信」を配付した。2021年度の堺市立宮園

る食育活動報告書 　 　 　 小学校での食育活動(食育ポスター・食育通信)活動及び、児童の生

　 　 　 　 活習慣状況調査結果、給食残食分析結果をまとめた。(金田直子、小

　 　 　 　 林知未、久保佐智美、福田ひとみ)

22.【報告書】乳幼児の 共 2022年 厚生労働科学研究 厚生労働行政推進調査事業費補助金（成育疾患克服等次世代育成基

栄養状態の簡易な評 　 　 成果（https:// 盤研究事業 （健やか次世代育成総合研究事業））「乳幼児の発育・

価手法の開発：甲州 　 　 mhlw-grants. 発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関する研究」（和田安

市母子保健縦断調査 　 　 niph.go.jp/ 代．佐々木渓円．多田由紀．小林知未.山縣然太朗．秋山有佳）

（平成25年度出生 　 　 project/156189） 　

児）結果を活用した 　 　 　 　

分析 　 　 　 　

23.【報告書】乳幼児健 共 2022年 厚生労働科学研究 厚生労働行政推進調査事業費補助金（成育疾患克服等次世代育成基
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
康診査の問診項目と 　 　 成果（https:// 盤研究事業 （健やか次世代育成総合研究事業））「乳幼児の発育・

乳幼児の体格との関 　 　 mhlw-grants. 発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関する研究」（佐々木渓

連についての縦断分 　 　 niph.go.jp/ 円．多田由紀．和田安代．小林知未）

析 　 　 project/156189） 　

24.【報告書】乳幼児の 共 2022年 厚生労働科学研究 厚生労働行政推進調査事業費補助金（成育疾患克服等次世代育成基

栄養状態の簡易な評 　 　 成果（https:// 盤研究事業 （健やか次世代育成総合研究事業））「乳幼児の発育・

価手法の開発：平成 　 　 mhlw-grants. 発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関する研究」（小林知

27年度乳幼児栄養調 　 　 niph.go.jp/ 未．多田由紀．佐々木渓円．和田安代）

査を用いた検討 　 　 project/156189） 　

25.【報告書】乳幼児の 共 2022年 厚生労働科学研究 厚生労働行政推進調査事業費補助金（成育疾患克服等次世代育成基

栄養状態の簡易な評 　 　 成果（https:// 盤研究事業 （健やか次世代育成総合研究事業））「乳幼児の発育・

価手法の開発：文献 　 　 mhlw-grants. 発達、栄養状態の簡易な評価手法の検討に関する研究」（多田由

レビューによる検討 　 　 niph.go.jp/ 紀．佐々木渓円．和田安代．小林知未）

　 　 　 project/156189） 　

26.【報告書】2020年度 共 2021年3月 　 宮園校区地域まちづくり協議会主催のもと、毎月1回開催されている

堺市宮園校区早起き 　 31日 　 「子どもの生活習慣応援事業」に、武庫川女子大学食物栄養学科栄

をして朝ごはんを食 　 　 　 養教育論研究室(小林)は2020年度からこの取組みに参画している。

べよう会ボランティ 　 　 　 2020年度に実施したボランティア参加についてまとめ、また、新型

ア活動報告書 　 　 　 コロナウイルス感染症対策ポスターのアンケート調査結果等につい

　 　 　 　 てもまとめた。(小林知未、金田直子、福田ひとみ)

27.【報告書】地域高齢 共 2020年10月 厚生労働科学研究 厚生労働科学研究費補助金 疾病・障害対策研究分野 循環器疾患・

者の市販の惣菜等の 　 15日 成果(https:// 糖尿病等生活習慣病対策総合研究「地域高齢者の市販弁当等の購買

利用状況を含めた食 　 　 mhlw-grants. 状況を踏まえた適切な食事の普及啓発のための研究」(本川佳子、横

事パターンの検討 　 　 niph.go.jp/ 山友里、奈良一寛、小林知未、他）

　 　 　 project/27749) 　

28.【報告書】2019年度 共 2020年3月 　 宮園校区地域まちづくり協議会主催のもと、毎月1回開催されている

堺市宮園校区早起き 　 31日 　 「子どもの生活習慣応援事業」について、2019年度に実施したボラ

をして朝ごはんを食 　 　 　 ンティア参加についてまとめ、また、朝食摂取状況に関する調査や

べよう会ボランティ 　 　 　 学生ボランティア活動に関するアンケート調査結果、子どもたちへ

ア活動報告書 　 　 　 の食育教材検討等についてもまとめた。(小林知未、金田直子、福田

　 　 　 　 ひとみ)

29.【報告書】地域高齢 共 2020年1月7 厚生労働科学研究 厚生労働科学研究費補助金 疾病・障害対策研究分野 循環器疾患・

者の市販弁当等の購 　 日 成果(https:// 糖尿病等生活習慣病対策総合研究「地域高齢者の市販弁当等の購買

入状況を含めた食事 　 　 mhlw-grants. 状況を踏まえた適切な食事の普及啓発のための研究」(本川佳子、横

調査による食事パ 　 　 niph.go.jp/ 山友里、奈良一寛、小林知未、他）

ターン （市販弁当等 　 　 project/27122) 　

の利用頻度等）の把 　 　 　 　

握 　 　 　 　

30.【報告書】2018年度 　 2019年3月 　 宮園校区地域まちづくり協議会主催のもと、毎月1回開催されている

堺市宮園校区早起き 　 31日 　 「子どもの生活習慣応援事業」について、2018年度に実施したボラ

をして朝ごはんを食 　 　 　 ンティア参加についてまとめ、また、朝食摂取状況に関する調査等

べよう会ボランティ 　 　 　 についてもまとめた。(小林知未、金田直子、福田ひとみ)

ア活動報告書 　 　 　 　

31.【報告書】平成28年 　 2016年3月 大阪府国民健康保 (執筆担当箇所： P9-30)

度熊取町ヘルスアッ 　 　 険団体連合 講座前後における身体組成及び身体活動量、歩数、食事摂取量の変

プ推進員養成事業 　 　 　 化に関して報告書をまとめた。取り組みを続けることにより、継続

「ココカラぴんぴ 　 　 　 した健康維持、そして健康増進に繋がる可能性があると考えられ

ん!元気リーダー養成 　 　 　 た。

講座」報告書 　 　 　 　

32.【報告書】平成26年 共 2014年3月 大阪府国民健康保 (執筆担当箇所： P13-28)

度交野市健康づく 　 　 険団体連合 講座前後における身体組成及び身体活動量、歩数、食事摂取量の変

り・地域ネッ トワー 　 　 　 化に関して報告書をまとめた。この講座を開催することで、対象者

ク推進事「健康もり 　 　 　 の健康づくりへの意識向上に寄与できた可能性が示唆された。

もり隊養成講座」～ 　 　 　 　

市民に健康を啓発す 　 　 　 　

るリーダーの養成～ 　 　 　 　

報告書 　 　 　 　

33.【報告書】平成25年 共 2013年3月 大阪府国民健康保 (執筆担当箇所： P12-36)

度富田林市健康づく 　 　 険団体連合 講座前後における身体組成及び身体活動量、歩数、食事摂取量の変
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
り・地域 ネットワー 　 　 　 化に関して報告書をまとめた。男性で は、歩数に大きな変化が見ら

ク推進事業「富田林 　 　 　 れなかったが、中等度以上の身体活動時間が増加傾向にあった。ま

ウォーキングサポー 　 　 　 た食事ではPFC比率が改善していた。女性では低強度の身体活動時間

ター養成講座」報告 　 　 　 が減少し、脂質エネルギー比率に改善がみられた。

書 　 　 　 　

34.【報告書】平成24年 共 2012年3月 大阪府国民健康保 (執筆担当箇所： P20-43)

度高槻市健康づく 　 　 険団体連合 講座前後における身体組成及び身体活動量、歩数、食事摂取量の変

り・地域ネットワー 　 　 　 化に関して報告書をまとめた。今回の講座では、健康ウォーキング

ク推進事業「リー 　 　 　 マップを作成することが重点的に展開されていたため、今後、健康

ダー力アップウォー 　 　 　 づくりのために、運動だけでなく、食事改善方法に関する情報を定

キング教室」報告書 　 　 　 期的に対象者に提供していく必要があると考えられた。

35.【報告書】平成22年 共 2010年3月 大阪府国民健康保 (執筆担当箇所： P31-33)

度泉南市健康教育普 　 　 険団体連合 講座前後における身体組成及び身体活動量、歩数、食事摂取量、生

及推進事業 「ウォー 　 　 　 きがいスケール等の変化に関して報告書をまとめた。この講座に参

キングの輪を広めよ 　 　 　 加することにより、人に認められ、さらに人に必要とされたことが

う、生涯元気!講座」 　 　 　 生きがい感に寄与していると考えられた。

報告書 　 　 　 　

６．研究費の取得状況
1.統括的役割が期待さ 共 2024年4月～ 厚生労働科学研究 統括的役割を有する行政管理栄養士を対象とした質的調査(研究分担

れる行政管理栄養士 　 　 費(循環器疾患・糖 者)

の自己評価尺度の開 　 　 尿病等生活習慣病 　

発のための研究 　 　 対策総合研究事 　

　 　 　 業)(24FA1010) 　

　 　 　 代表：国立保健医 　

　 　 　 療科学院　生涯健 　

　 　 　 康研究部・主任研 　

　 　 　 究官 　

　 　 　 和田 安代 　

2.乳幼児身体発育調査 共 2024年4月～ こども家庭行政推 簡易評価ツール開発と活用手引き作成(研究分担者)

の統計学的解析及び 　 　 進調査事業費(成育 　

乳幼児の発育・発 　 　 疾患克服等次世代 　

達、栄養状態の評価 　 　 育成基盤研究事 　

に関する研究 　 　 業)(24DB0101) 　

　 　 　 代表：国立保健医 　

　 　 　 療科学院 生涯健康 　

　 　 　 研究部長 　

　 　 　 横山 徹爾 　

3.社会経済的要因によ 共 2023年4月～ 厚生労働科学研究 社会経済的要因による栄養格差を縮小する取組について、国・自治

る栄養課題の解決に 　 　 費補助金(循環器疾 体、食品関連事業者、市民社会によるものを含めて海外の事例を収

向けた食環境整備の 　 　 患・糖尿病等生活 集する。（研究分担者）

ためのツール開発研 　 　 習慣病対策総合研 　

究 　 　 究事業 　

　 　 　 (23FA1101) 　

　 　 　 代表：新潟県立大 　

　 　 　 学 　

　 　 　 村山 伸子 　

4.乳幼児の栄養方法等 共 2022年4月～ 厚生労働行政推進 乳幼児の栄養方法等の実態把握等の研究に携わっている。（研究協

の実態把握等に関す 　 　 調査事業費 力者）

る研究 　 　 (次世代育成基盤研 　

　 　 　 究事業(健やか次世 　

　 　 　 代育成総合研究事 　

　 　 　 業))（22DA2001) 　

　 　 　 代表：国立研究開 　

　 　 　 発法人医薬基盤・ 　

　 　 　 健康・栄養研究所 　

　 　 　 　

　 　 　 瀧本 秀美 　

5.高校生アスリート用 単 2022年4月～ 科学研究費助成事 高校生アスリート用の携帯端末栄養評価ツールの開発、および、食

携帯端末栄養評価 　 　 業　2022年度 基盤 事介入の効果を評価する。（研究代表者）
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

６．研究費の取得状況
ツールを用いた食事 　 　 研究(C)　課題番号 　

介入の 有用性に関す 　 　 ：22K12305(研究代 　

る研究 　 　 表) 　

6.乳幼児の発育・発 共 2021年4月～ 厚生労働科学研究 乳幼児の栄養状態の簡易な評価手法の開発に携わっている。（研究

達、栄養状態の簡易 　 2024年3月 費補助金 疾病・障 分担者）

な評価手法の検討に 　 31日 害対策研究分野 成 　

関する研究 　 　 育疾患克服等次世 　

　 　 　 代育成基盤研究 　

　 　 　 (21DA2001） 　

　 　 　 代表：国立保健医 　

　 　 　 療科学院　生涯健 　

　 　 　 康研究部 　

　 　 　 横山　徹爾 　

7.児童の食生活改善の 単 2021年 地域を対象とした 児童が使用可能な食育ノートの開発を行った。また、子ども食堂や

ための食育支援とそ 　 　 連携推進支援事業 小学校で活用可能な食育教材の開発を行い、その評価を行った。

の評価に関する検討 　 　 　 （研究代表）

8.地域における子ども 単 2020年9月 令和２年度ダイ 子どもの食堂において、新しい生活様式を取り入れた食環境の整備

の生活習慣応援事業 　 　 バーシティ推進セ を行い、感染予防下における食育教材の内容や提示方法を検討し

（こども食堂）での 　 　 ンター女性研究者 た。（研究代表）

食育支援とその評価 　 　 賞 　

に関する研究 　 　 ダイバーシティ研 　

　 　 　 究環境実現イニシ 　

　 　 　 アティブ（牽引 　

　 　 　 型） 　

9.高校野球選手のパ 共 2019年4月 文部科学省 ダイ 高校野球選手を対象に競技特性を考慮したカリキュラム的増量プロ

フォーマンスと身体 　 　 バーシティ研究環 グラムの介入が、パフォーマンスや身体組成に及ぼす影響を 明らか

組成、トレーニング 　 　 境実現イニシア にし、科学的教育プログラム開発に繋げることを目的に実施した。

および栄養教育カリ 　 　 ティブ（牽引型）

キュラムの研究 　 　 (代表：上田由喜 （共同研究者)

　 　 　 子） 　

10.地域高齢者の市販弁 共 2017年4月～ 厚生労働科学研究 高齢者を対象とした市販弁当等の利用実態や、市販弁当等の利用を

当等の購買状況を踏 　 2020年3月 費 考慮した食事パターン、市販弁当等の栄養素等摂取量の実態を把握

まえた適切な食事の 　 31日 代表：東京都健康 し、(1)都市部、地方の地域在住高齢者を対象に市販弁当等購入を考

普及啓発のための研 　 　 長寿医療センター 慮した食事調査および市販弁当等の食品分析を行い、基礎的データ

究 　 　 研究所　 を構築すること、(2)得られた食事パターン別に食事摂取基準と比較

　 　 　 本川　佳子 して過不足傾向のある栄養素等について検討し、適切な摂取に資す

　 　 　 　 る普及啓発用資料の素案を作成することを目的に調査を行った。

　 　 　 　 （研究分担者）

学会及び社会における活動等

年月日 事項

1.2023年10月～ 日本食育学会誌　編集委員

2.2022年6月28日～2024年3月31日 健康的で持続可能な食環境戦略イニシアチブ運営委員会及び行動目標推進部会委員(厚生労働省)

　 日本健康教育学会

　 日本家政学会

　 日本食育学会

　 日本公衆衛生学会

　 日本栄養改善学会
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